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	応用
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	背景
	細胞局在：細胞質、核。BAGタンパク質はHipとHsc70/Hsp70 ATPaseドメインへの結合を競合し、基質遊離を促進する。全てのBAGタンパク質はC末端付近に約45アミノ酸からなるBAGドメインを有するが、N末端領域は大きく異なる。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、N末端領域にWWドメイン、C末端領域にBAGドメインを有する。BAG1、BAG2、およびBAG3のBAGドメインは、in vitroおよび哺乳類細胞においてHsc70 ATPaseドメインと特異的に相互作用する。これら3つのタンパク質はすべてHsc70のATPaseドメインに高親和性で結合し、Hipによる抑制下でシャペロン活性を阻害する。[RefSeq提供、2008年7月]
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	Bag3ウサギmAbを用いたHEK293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。

